
(特用作物一いぐさ一栽培） (筑後一いぐさ栽培、いぐさ加工）

2６ 暖地水田における土製窒素発現特性と施肥技術
課題名

いぐさ水田における有機物の施用と土製窒素量の推移

分類 ②

(１）

試験研

究年次
６１～６３年（完了）

Ｉ 目的

いぐさ水田の地力維持のための有機物施用効果と低温時における土壊中アンモニア態窒素
量の推移及びいぐさの生育，収量９ 品質に与える影響を明らかにする。

Ⅱ試験方法

１試験実施場所福岡県農総試筑後分場

２供試品種「いそなみ」

３試験区の構成

稲わら区400kg/１０ａ，牛ふんきゆう肥区1,500kg/１０ａ，無施用区
有機物は，毎年植付１カ月前に施用。なお，それぞれの区に標準施肥（Ｎ成分55kg/10ａ
うち基肥６kg/10ａ、Ｐ２０ｓ成分10Kg/10ａ、Ｋ２０成分53Kg/10ａ）と無肥料を設けた。

４耕種概要

年次（植付年） 植付期 先刈期 刈取期 栽植密度

６２年 12月９日 ５月10日 ７月17日 34.6株/㎡

６３ 1２．７ 〃 〃 〃

Ⅲ主要成果の概要

、

１３月までの土壊中アンモニア態窒素量は，１月の積算地温が高いほど多いが，（積算地温
６２年１２月260℃，１月213℃，２月193℃・６３年１２月236℃，１月262℃，２月250℃）
４月には減少し，有機物の種類や基肥の有無による差はほとんど潔められない。

２１～２月の土製中アンモニア態窒素量は， 有機物の種類により明らかな差を認め，牛ふん

きゅう肥は高い傾向があり， 稲わらの場合は年次によりかなり差が認められる。

３有機物施用の掲合，４月上旬の茎色が濃く， 特に稲わら施用の場合顕著であるが，茎中の
●

窒素含量は処理時期による差はあまり認められない。

４有機物施用の場合は茎の伸長が良好で収量も多いが，

(データ省略）

１～２月の土裂中アンモニア態窒素

量が多いので畳表の材質として軟らかくなることが懸念された｡しかし，硬度及び１ｍ乾茎

重（茎の充実）ともほとんど差がなく，原草の品質も良好である°
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Ⅳ主要成果の具体的データ

年次

年

６２

年次

年

６３

年次

年

６２

６３

第１表

試験区

稲わら標肥

無肥

牛ふん標肥

無肥

無施用標肥

無肥

試験区

稲わら標肥

無肥

牛ふん標肥

無肥

無施用標肥

無肥

土製中アンモニア態チッソ量（mg/１００９）の推移

１月11日１月25日２月8日２月25日３月22日４月26日

１．７９１．１６１．５６１．４７０．８００．７２

０．８５０．８８１．０６１．００１．４５1.00

３．９０２．８１２．７６１．３８０．５１０．３９

１．１１１．０１１．０６１．１２０．６３０．３７

２．０３２．３１２．２３０．９２０．５４０．４４

０．９００．９９０．９６０．６００．０９０，２４

１２月26日１月12日１月26日２月13日２月27日３月13日４月20日

３．１６４．７１５．０７４．８１３．８８２．４７０．８７

０．７１１．４０１．８７２．０２１．７６１．６００．８７

３．８５３．６９３．７１４．８２４．５１２．４７１．０２

１．０８１．４７２．２８２．８９．２．５２１．２２０．７８

２．８７２．８４３．０３２．２７２．７９０．６２０．８０

０．３７０．８８1.000.85０．７３０．５３０．７５

第２表生育及び収穫物調査（標準肥料の場合）

試験区

稲わら

牛ふん

無施用

稲わら

牛ふん

無施用

茎色長茎長茎標準１ｍ長茎硬度
茎長先枯

4/４茎数重比率乾茎重歩合３０～４０５０～６０９０～100

c、本/株ｋg/10ａ％ｇ/100本％％％％
６．３１４４６１９９０１１７４１．０４．１７９．１６９．０41.0

６．１１４４６４９８４１１６３９．５４．８８１．１６８．７４１．７

５．８１３９５４８４８１００４１．０３．９８１．８６９．１４２．３

6．０１４９７１１，００５１１１３６．５４．０７３．７６０．４４０．５
５．８１４５７０９６６１０７’３６．１４．１７６．７６１．８52.2

5.5１４４６４９０４１００３７．６４．４８１．７６６．１４３．４

注）①茎色は水稲用葉色板で判定した。②長茎は105cm以上の茎
③硬度の測定部位は根元からの位置(c､)を表す。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１いぐさの生育診断，予測技術薙立のための基礎資料となる。

２土製中窒素のいぐさへの吸収過程を推定する上での参考資料となる。
３有機物施用の場合，茎色が濃くなるので，追肥時期が遅れないように注意する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１気象変動に対応できるデータの蓄積が必要である。

２有機物の連年施用といぐさの窒素吸収量の関係を明らかにし，収量の安定化と品質の向上

のための施肥法の検討が必要である。

Ⅶ資料名

１６１～６３年度福岡県農業総合試験場筑後分場いぐさに関する試験成績書

２６２～６３年度福岡県農業総合試験場筑後分場いぐさの加工に関する試験成績書
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